


　
平
成
21
年
度
の
行
政
区

長
と
各
種
団
体
等
の
代
表

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
第
１
回
区
長
会
が
４
月

６
日
、村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
石
森
村
長
か
ら

11
名
の
各
行
政
区
長
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。�

　
区
長
会
長
に
渡
邊
一
雄

さ
ん
（
北
須
釜
）
、
副
会
長

に
矢
部
宗
治
さ
ん
（
川
辺
）、

区長:塩澤重男�

大野好利�

吉村幸雄�

大木一弘�消防分団長　�
　金子洋人�

副区長�

老人クラブ会長�

青年団長�

7 南須釜区� 260戸�

区長:渡邊一雄�

矢吹勇彌�

関根　正�

鈴木智貴�消防分団長　�
　石井貞治�

副区長�

老人クラブ会長�

青年団長�

8 北須釜区� 129戸�

区長:有賀良二�

有賀誠一�

須釜信好�

矢吹昭人�消防分団長　�
　大和田勝幸�

副区長�

老人クラブ会長�

青年団長�

9 吉　区� 67戸�

区長:我妻　雄�

草野正則�

石森栄吉�

石森章浩�消防分団長　�
　石森正文�

副区長�

老人クラブ会長�

青年団長�

10 山小屋区� 37戸�

区長:塩田眞一�

飯田光一�

関根正一�

塩田孝典�消防分団長　�
　須田一雄�

副区長�

老人クラブ会長�

青年団長�

11 四辻新田区�

○青井沢上組長�

○青井沢下組長�

○河　平　組長�

鈴木　ミチ�

木戸　　洋�

眞野目光栄�

７戸�

８戸�

９戸�

45戸�※戸数は５月１日現在�

2

9

8

7

10

11

社
会
教
育
委
員
に
塩
澤
重

男
さ
ん
（
南
須
釜
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
に
は
、
石
井
庄
八
さ
ん
（
小

高
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
お

世
話
に
な
り
ま
す
。�

区長:矢部宗治�

矢部常政�

矢部重次郎�

消防分団長　�
　熊田　伸�

副区長�

老人クラブ会長�

1 川辺区� 273戸�

区長:大越正広�

眞弓泰行�

車田喜衛�

消防分団長　�
　眞弓喜勝�

副区長�

老人クラブ会長�

2 蒜生区� 116戸�

区長:関根義勝�

車田幹夫�

石井庄八�

消防分団長　�
　溝井秀敏�

副区長�

老人クラブ会長�

3 小高区� 281戸�

区長:佐藤　太�

双里政博�

奥野四郎�

消防分団長　�
　関根孝幸�

副区長�

老人クラブ会長�

4 中　区� 174戸�

区長:大竹良廣�

須釜保　�

倉鎌徳三�

大竹　仁�消防分団長　�
　草野浩志�

副区長�

老人クラブ会長�

青年団長�

5 岩法寺区� 202戸�

区長:小林　清�

上野正吉�

小林近芳�

消防分団長　�
　上野竜弥�

副区長�

老人クラブ会長�

6 竜崎区� 182戸�

3
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生　活�
安　全�

消防�

　
「
安
全
安
心
た
ま
か
わ
こ
ぶ
し
隊
」

全
体
会
の
席
上
、
村
長
か
ら
圓
谷

善
之
さ
ん
（
川
辺
）
に
村
交
通
教

育
専
門
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。�

　
任
期
は
３
年
間
で
、
交
通
安
全

教
育
活
動
や
街
頭
指
導
な
ど
に
従

事
し
ま
す
。�

　村内の小中学生や園児らを交通事故や犯罪な
どから守る『安全安心たまかわこぶし隊』の全
体会が４月６日、村就業改善センターで開かれ
ました。�

　玉川村消防団の平成21年度春季検閲式が
５月６日、泉中学校校庭で行われ、団員と
婦人消防隊員合わせて260人が参加。防火の
誓いを新たにしました。�
　時折小雨がぱらつくなか、統監の石森村
長による観閲や通常点検などに団員らが整
然とした隊列で臨み、終始、士気の高さを
見せていました。�
　式では、退職した団員などに対する消防
庁長官表彰の伝達や団長感謝状の贈呈も行
われ、我妻徳雄団長から賞状が贈られました。�
　受賞者は下表のとおりです。�

【消防庁長官表彰】�
　◆阿部金四郎　◆大竹進一　◆倉鎌秀志　◆佐藤広行　◆石森　守　◆石森健一　◆石井正光�
�
【団長感謝状】�
　◆野崎智彦　◆眞弓　誠　◆関根　勲　◆永林吉紀　◆草野嘉重　◆小林達也　◆小原幸春�
　◆矢吹　正　◆矢吹将徳　◆松山克則　◆飯田正彦�

安全安心たまかわこぶし隊�
全体会を開催�

平成21年度　玉川村消防団�

表 彰 受 賞 者 �

春季検閲式�

村
交
通
教
育
専
門
員
に�

　
　
　
委
嘱
状
を
交
付�

4期目となる�
圓谷善之さん�

石川警察署地域交通課長の説明を聞く隊員�

村長から委嘱状を受ける車田さん（右）�

統監の観閲を受ける団員�

自衛官募集相談員に車田氏�
　自衛官募集相談員委嘱状交付式が４
月21日、村長室で行われ竜崎の車田武
夫さんに委嘱状が交付されました。�

〔敬称略〕�

5

環　境�
衛　生�

須釜　利気くん�
（吉徳:小高）�

安齋　奈央ちゃん�
（徹:岩法寺）�

小針　早稀ちゃん�
（康吉:小高）�

小原菜々美ちゃん�
（久典:南須釜）�

芳賀　心晴ちゃん�
（信佳:岩法寺）�

矢部まりいちゃん�
（憲宗:川辺）�

水野音莉ちゃん�
（豊一:蒜生）�

大竹　奏歌ちゃん�
（勝巳:川辺）�

佐久間小雪ちゃん�
（広明:南須釜）�

　
今
年
度
第
１
回
目
の
３

歳
児
健
診
が
、４
月
24
日（
金
）

に
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
健
診
項
目
の
歯
科
検
診

で
虫
歯
が
一
本
も
な
か
っ

た
９
名
の
子
ど
も
た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。�

　
今
ま
で
、
役
場
か
ら
行
政
区
を

経
由
し
て
配
付
し
て
い
ま
し
た
衛

生
薬
剤
は
、
事
故
防
止
の
た
め
厳

重
な
管
理
が
必
要
で
す
。
今
年
か

ら
希
望
す
る
個
人
に
だ
け
配
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

▼
粉
　
剤
‥
屋
外
便
所
周
辺
等
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

害
虫
駆
除�

▼
発
泡
錠
‥
側
溝
等
の
害
虫
駆
除�

　
必
要
な
方
は
、
役
場
に
て
使
用

方
法
を
確
認
の
う
え
直
接
受
取
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
以
前

配
付
さ
れ
た
薬
剤
が
不
要
で
あ
れ

ば
回
収
し
ま
す
の
で
、
役
場
住
民

税
務
課
環
境
衛
生
係
（
　
57
―
４

６
２
４
）
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

　福島県では、地球温暖化防止のための二酸化炭素削減と廃棄物の減量化を促進するため、事業者・消費

者団体・行政等により｢レジ袋の削減に関する協定｣を締結し、平成21年６月１日から県内の主要なスー

パーで、今までのレジ袋無料配付は取り止めとなり、レジ袋は有料となります。�

　レジ袋の製造や焼却処分には、石油などの貴重な天然資源やエネルギーが使われ、地球温暖化の原因

となっている二酸化炭素が大量に排出されています。この“レジ袋を無駄に使わない”という取り組みは、

今すぐ誰にでも始めることができる“地球にやさしい”取り組みです。�

　お買い物には、自分の入れ物袋“マイバッグ”を持って出かけましょう！�

※６月１日から実施される村内の店舗…�
　（株）リオン・ドール　コーポレーション�

県内の実施店舗は県のホームページをご覧く

ださい。�

※実施店舗にはポスター・ノボリが掲示されて

　います。　ご協力をお願いします。�

　　■問い合わせ先�

　　玉川村住民税務課環境衛生係： 　57-4624

【
順
不
同（
　
）は
保
護
者
と
地
区
名
】�

衛
生
薬
剤
の
配
付
と
回
収�
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村長から賀寿を受けるミヨさん�

　４月15日に満１００歳の誕生日を迎えられた吉の
矢吹ミヨさんへの県知事と村長からの賀寿贈呈式が同
日、ミヨさんが入所中の特別養護老人ホーム｢たまか
わ荘｣で行われ、津田県中保健福祉事務所副所長から
知事賀寿と記念品、村長からも賀寿と特別祝い金が贈
られました。�
　ミヨさんは歌うことが好きで好物は特になく、長寿
の秘訣は、夫を早く亡くし５人の子を育てた気丈さと
常に歩いたことだそうです。�

矢吹ミヨさん、元気に１００歳�

役場で村職員らの出迎えを受ける訪問団一行�

　
昨
年
、
本
村
と
の
友
好
都
市
提
携
20
周

年
を
迎
え
た
中
華
民
国
・
鹿
谷
郷
か
ら
の

訪
問
団
が
４
月
15
日
に
来
村
。
村
長
以
下

村
職
員
が
、
林
光
演
郷
長
ら
一
行
22
名
を

出
迎
え
ま
し
た
。�

　
同
日
夜
、
石
川
町
の
ホ
テ
ル
八
幡
屋
で

村
日
華
親
善
友
好
都
市
提
携
推
進
協
議
会

の
主
催
に
よ
る
鹿
谷
郷
友
好
訪
問
団
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
一
行
は
翌
16
日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育

館
の
見
学
や
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
の
視

察
な
ど
を
行
っ
て
友
好
を
深
め
あ
い
、
午

後
、
村
を
後
に
し
ま
し
た
。�

鹿
谷
郷
か
ら
訪
問
団
来
村�

１００歳高齢者知事賀寿等贈呈式�

冨岡教育長に横断旗を手渡す宗形さん（左）�

　毎年村内の各小学校に横断旗を寄贈している郡山

市の新聞販売店経営・宗形浩さん（南須釜出身）が

４月１７日、村教育委員会を訪れ「児童の交通安全

に役立ててください」と、冨岡教育長に横断旗を手

渡しました。�

　横断旗１５０本と桜苗木５本を贈られた教育長は

「大切に使わせていただきます｣とお礼を述べていま

した。�

“村内児童の登下校を安全に”�

村長から委嘱状を受ける佐藤豊勝委員（右）�

　
４
月
16
日
、
役
場
北
庁
舎
で
玉
川
村
肉

牛
貸
付
審
査
委
員
会
が
行
わ
れ
、
任
期
満

了
に
よ
り
関
係
団
体
か
ら
選
ば
れ
た
委
員�

８
名
に
、
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
そ
れ
ぞ
れ

交
付
さ
れ
ま
し
た
。�

　
委
員
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▼
佐
藤
豊
勝
（
村
議
会
議
員
）
▼
塩
澤
正
則

（
学
験
）
▼
曲
山
永
幸
（
Ｊ
Ａ
玉
川
支
店
）�

▼
石
井
俊
二
（
石
川
郡
畜
協
）
▼
　
沼
　
浩�

（
県
須
賀
川
農
業
普
及
所
）
▼
車
田
幹
夫
（
副

会
長:

村
認
定
農
業
者
協
議
会
）
▼
鈴
木
好

市
（
村
農
業
委
員
）
▼
佐
久
間
安
直
（
会
長:

石
川
郡
畜
協
玉
川
支
部
）�

　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
。
任
期
は
２
年
】�

�

村
肉
牛
貸
付
審
査
委
員
会�

委
員
に
委
嘱
状
を
交
付�

宗形さん横断旗寄贈�

村長から祝い金を交付された４名の皆さん�

　４月21日、平成20年度下半期の新生児祝い金交

付式が村長室で行われ、該当する４名の皆さんに石

森村長から祝い金が贈られました。�

　村では、第３子以降のお子さん誕生から祝い金を

交付しており、第３子が10万円、第４子からは20

万円が交付されます。�

　今回の該当者はすべて第３子でした。�

“子供は村の宝”子育て支援します�

小高地内の国道沿いで散布作業を行う会員�

　
４
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
、
玉
川
村

内
の
建
設
業
６
社
で
つ
く
る
玉
川
村
建
設

協
力
会
（
小
山
田
健
男
会
長
）
が
、
平
成

21
年
度
の
『
玉
川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』

の
実
施
準
備
と
し
て
、
村
内
の
各
植
栽
箇

所
で
除
草
剤
の
散
布
作
業
を
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
準
備
作
業
は
、
建
設
協
力
会
が
毎

年
奉
仕
作
業
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
村

内
の
道
路
が
赤
や
黄
色
の
花
で
鮮
や
か
に

彩
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
準
備
始
ま
る�

玉
川
村
建
設
協
力
会
奉
仕
作
業�

玉川村新生児誕生祝い金交付�

　今出ダム（石川町）の建設及び用水供給事業の中

止により、村が新規に蒜生字鬼渕地内で自己水源の

確保調査を実施。深度２５０ｍで３５０m3／日の水

量が確保できたため経営変更の認可を得て、平成20

年度で施工されていた水源地施設整備が完了し、４

月30日、鬼渕地内の現地で通水式が行われました。�

玉川村上水道事業鬼渕水源地通水式�

制御盤の運転スイッチを入れる石森村長�

水不足の心配が一部解消!!

決勝の型『五十四歩（スーシーホ）』を演武する増子選手�

　
５
月
３
日
、
埼
玉
県
の
戸
田
市
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
７
回
全
日
本

型
競
技
空
手
道
選
手
権
大
会
に
、
酒
井
毬

衣
さ
ん
（
川
辺
）
と
と
も
に
出
場
し
た
増

子
広
行
さ
ん
（
南
須
釜
）
が
、
一
般
男
子

の
部
で
５
年
ぶ
り
と
な
る
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。�

　
同
大
会
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
増

子
さ
ん
は
、
今
年
の
10
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ブ
タ
ペ
ス
ト
で
行
わ
れ
る｢

第
２
回
全

世
界
ウ
ェ
イ
ト
制
空
手
道
選
手
権
大
会｣

に
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。�

増
子
さ
ん
、空
手
全
国
で
Ｖ
！�

全
日
本
型
競
技
空
手
道
選
手
権�
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保健センターだより�

　腹囲を１cm減らすためには、7,000kcalのエネルギーを消費しなければなりません。１ヶ月で１cm減らしたい
場合は１日当たりの消費カロリーは約２３３kcalということになりますが、これを
どうやって減らしていくかを考えてみましょう。�
　方法は、もちろん食事と運動です。運動は苦手だし時間もないので食事だけでやっ
てみたいと思われる方やその逆の方もいるかもしれませんが、どちらか一つの方法
で実行するよりも組み合わせて行ったほうが、効果が出やすくなります。�
　カロリーを示されてもピンとこない方も多いと思いますので、例をあげてみます。�
�

★１か月7,000kcal（１日当り233kcal）のエネルギーをどうやって消費しますか？�

　たとえば、２３３kcal中１００kcalは運動で消耗し、残りの１３３kcalは食事で減らしていく場合、ウォーキング
を２４分間行い、間食のあんパンを半分残せばその日の消費目標は達成できることになります。�
　しかし、実際の生活の中でこれらを実行し継続させるのは難しいものです。自分の生活習慣に合わせて無理なく
楽しく行いましょう。村が実施しているメタボリックシンドローム改善のための特定保健指導に参加し誰かに手伝っ
てもらうことも一つの方法です。６月には今年度の特定健康診査が実施されます。昨年度メタボリックと判定され
た方は、１年間の取組みを評価する良い機会となりますのでぜひ受診しましょう。�
�

食　　物� 身体活動233kcal分（100kcal分）�

ご飯（軽く１杯）………………168kcal�
食パン（４枚切り１枚）………238kcal�
あんぱん（１個）………………280kcal�
大福もち１個 …………………235kcal�
ビール（500ml）………………200kcal�
日本酒（100ml）………………206kcal�
焼酎25度（１合）………………262kcal　　等�

普通歩行………………約55分（24分）�
早歩き…………………約42分（18分）�
ジョギング……………約23分（10分）�
自転車…………………約42分（18分）�
水泳……………………約21分（９分）�
草むしり………………約37分（16分）�
エアロビクス…………約28分（12分）　　等�

広報たまかわ　平成21年５月�

9

総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得

に
伴
う
講
習
会
の
開
催�

�　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
で

は
、
各
事
業
所
の
管
理
・
監
督
的

な
方
を
対
象
と
し
た
甲
種
防
火
管

理
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
　
平
成
21
年
６
月
18
日�

（
木
）
と
19
日
（
金
）�

　
※
２
日
間
の
受
講
で
資
格
取
得�

　
と
な
り
ま
す
。�

▼
開
催
場
所
　
須
賀
川
市
宮
の
杜�

101
番
地
『
ト
ス
テ
ム
総
合
技
術
セ

ン
タ
ー
』�

▼
受
講
受
付
期
間
　
平
成
21
年
５

月
７
日
（
木
）
〜
６
月
５
日
（
金�

▼
募
集
定
員
　
150
名
（
※
定
員
に�

達
し
た
場
合
は
、
締
切
日
前
で
も

受
付
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
）�

▼
受
講
料
　
５
，
０
０
０
円
（
受

講
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）�

▼
申
込
み
用
紙
及
び
申
込
み
先�

お
近
く
の
消
防
署
・
分
署
に
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を�

記
入
の
う
え
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先
　
須
賀
川
地
方
広
域

消
防
本
部
　
予
防
課
予
防
係�

　
　
０
２
４
８
―

７
６
―

３
１
１
４�

��

平
成
21
年
度
国
家
公
務
員

採
用
　
種（
税
務
）試
験〈
高

校
卒
業
程
度
〉の
お
知
ら
せ�

�　
仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支

え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

▼
受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

生
ま
れ
た
方
。�

▼
受
験
申
込
み
受
付
期
間
　
平
成

21
年
６
月
23
日
（
火
）
か
ら
６
月

30
日
（
火
）
ま
で
。�

▼
受
験
申
込
書
の
請
求
　
最
寄
の

税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
。

※
申
込
書
の
配
付
は
５
月
11
日
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
人
事
院
東
北
事
務
局�

　
　
０
２
２
―

２
２
１
―

２
０
２
２�

�｢

お
も
い
や
り
駐
車
場
利

用
制
度｣

が
始
ま
り
ま
す
！�

�　
福
島
県
で
は
、
車
い
す
使
用
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
（
車
い
す
マ
ー

ク
の
あ
る
駐
車
場
）
の
利
用
適
正

化
を
図
る
た
め
、
対
象
者
に
県
が

利
用
証
を
発
行
し
、
そ
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
者
に
は
利
用
証
の

提
示
を
求
め
る｢

思
い
や
り
駐
車
場

利
用
制
度｣

を
７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。�

　
施
行
に
先
立
ち
６
月
１
日
か
ら
利

用
証
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
身
体
障
が
い
者
、
知

的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
難
病
患
者
、
妊
産
婦
、

け
が
人
で
県
が
定
め
る
交
付
基
準

に
該
当
す
る
方
（
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）�

▼
申
請
方
法
　
関
係
窓
口
に
設
置

し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）�

▼
確
認
書
類
　
身
体
障
が
い
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳
・
介
護
保
険
被
保

険
者
証
・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
・
母
子
健
康
手
帳
・
診
断
書
（
け

が
の
場
合
）�

▼
利
用
で
き
る
駐
車
場
　｢

思
い
や

り
駐
車
場
利
用
制
度｣

に
協
力
し
て

い
る
店
舗
な
ど
の
駐
車
場
（｢

思
い

や
り
駐
車
場｣

の
表
示
あ
り
）�

▼
利
用
方
法
　
駐
車
場
を
利
用
す

る
際
、
車
内
に
利
用
証
を
掲
示
し

て
駐
車
し
ま
す
。�

▼
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ
先�

・
玉
川
村
役
場
健
康
福
祉
課�

　
０
２
４
７
―

５
７
―

４
６
２
３�

・
福
島
県
庁
高
齢
福
祉
課�

　
０
２
４
―

５
２
１
―

７
１
９
７�

　
※
こ
の
制
度
は
、
県
民
の
み
な

さ
ま
の｢

思
い
や
り｣

に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。�

～ 玉 川 村 消 防 団 春 季 検 閲 式 よ り ～ �
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豚肉・豚肉加工品は安全と考えます！�

■福島県県中保健福祉事務所�
　衛生推進課食品衛生チーム　0248－75－7821

●日本郵便の定形外小包『エクスパック』を使っ
て現金を送付させます。�

●警察等を名乗る男が直接訪問しキャッシュカー
ドをだまし取ります。�

●「定額給付金」の給付を装い、ＡＴМを操作
させます。�

★総務省地デジコールセンター�
　　　０５７０－０７－０１０１（ナビダイヤル）�
　　　平日9:00～21:00　土日祝9:00～18:00�
　★ＢＳデジタル放送問い合わせセンター�
　　　０５７０－０１－２０１１（ナビダイヤル）�
　　　平日9:00～21:00　土日祝9:00～18:00

■地上デジタル放送を見るには…�
　　地デジ放送対応のテレビに買い換える�
　　お手持ちのテレビにデジタルチューナ�
　　ーをつける�
　　地デジ放送対応済みのケーブルテレビ�
　　で見る�
　※　と　は、ＵＨＦアンテナが必要です�
■ＢＳアナログ放送も同じく2011年7月�
　で終了しデジタル放送になります�
■デジタル放送に関する問い合わせは…�
�

新しい手口�

５月１日現在の村のようす�
（前月比）�

2 , 0 3 5  戸 �

7 , 3 9 2  人 �

3 , 6 6 1  人 �

3 , 7 3 1  人 �

（＋ 8 戸 ）�

（＋ 2 人 ）�

（＋ 3 人 ）�

（－ 1 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

～すがま幼稚園にて～�

★豚肉・豚肉加工品を食べることにより、豚イン
フルエンザが人に感染する可能性は次の理由か
らないものと考えています。�

・豚肉は、従来から食中毒防止の観点から十分加熱する
よう言われていること。�
・万一、ウイルスが付着しても、インフルエンザウイル
スは熱に弱く、加熱調理で容易に死滅すること。�
・万一、ウイルスが付着していたとしても、インフルエ
ンザウイルスは酸に弱く、胃酸で不活化される可能性
が高い。�

豚インフルエンザに関する食品安全委員会の見解�
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年�
金�

郡山社会保険事務所：出張相談開設日�

★須賀川市の会場は予約制です〔予約人数：５０人。予約時間：１０時～１５時〕�
予約連絡先：郡山社会保険事務所年金給付課　　024－932－3917

東京玉川会事務局：福島県玉川村企画産業課　　0247－57－4629

石川町勤労青少年ホーム会議室�

退職したとき� 第2号被保険者が退職したとき�
扶養されなくなったとき�

第2号被保険者に扶養されるようになったとき�

退職して第2号被保険者に扶養されるとき�

就職したとき�

就職したとき�

須賀川市体育館　会議室� 相談時間�
21日（木）�

18日（木）�

28日（木）�

25日（木）�

5月�

6月�

10時～15時�

10時～15時�

第1号被保険者�

　
平
成
21
年
度
の
東
京
玉
川
会

の
総
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

　
年
に
一
度
の
総
会
で
懐
か
し

い
方
々
と
再
会
し
、
会
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。�

　
会
員
の
皆
様
に
は
後
日
、
開

催
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

出
欠
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。�

■
開
催
月
日
　
平
成
21
年�

　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
21
日�

■
開
催
会
場
　
茗
渓
会
館�

　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
文
京
区
）�

�

自営業者、学生、フリーター、無職の
方などで、20歳以上60歳未満の方�

加入手続き�
各人が、お住まいの市町村役場の国民年
金担当係へ届出します。�

保険料�
各人が金融機関やコンビニエンスストアで
納めます。�

第3号被保険者�
第２号被保険者に扶養されている配
偶者の方�

加入手続き�
第２号被保険者の勤務先の事業所が社
会保険事務所へ届出します。�

保険料�
第２号被保険者が加入している厚生年金、
共済組合等の年金制度全体で負担する
ため、保険料の自己負担はありません。�

第2号被保険者�
会社員、公務員など、厚生年金や共
済組合に加入している方�

加入手続き�
勤務先の事業所が社会保険事務所へ届
出します。�

保険料�
お給料から天引きし、事業主負担分と併せ
て、勤務先の事業主が社会保険事務所に
納めます。�



�

　五月晴れとなった５月３日、福島空港ターミナルなどを会場に
福島空港・フェスティバルが開かれ、多くの人で賑わいました。�
　“ふくしまと天地人”コーナーでは、子どもたちが、今年の大河
ドラマ『天地人』の主人公で、謙信を師と仰ぎ上杉景勝に仕え、
生涯、義と愛を貫いた智将・直江兼続の“愛”文字を前立とし
た兜作りに取り組んでいました。�
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